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日 曜 児童･職員関係 保健行事 PTA・地域行事
部活動

らくとう児童クラブ

1 土
茶道･陸上
全市部活動交流会
(サッカー）

2 日

3 月
文化の日 全市リレーカーニバル

（運営協議会）

4 火

5 水 チャレンジタイム 歯科検診
（さくら・１・３・５年）

バレー男子･茶道
サッカー･和太鼓

6 木 研究会 再検尿１

7 金
クリーンキッズ（１３・１４）
東総合支援学校との交流（3年）

再検尿２

8 土
ＰＴＡコーラス交歓会 男子バレー

バスケットボール
ペタンク
グランドゴルフ

9 日
ドッチボール大会

10 月
なかまの日　銀行振替日
学活１（障がいについて知ろう）　委員会７

読書･バレー女子

11 火

12 水
チャレンジタイム 歯科検診

（２・４・６年）
バレー男子･茶道
サッカー･和太鼓

13 木 学芸会リハーサル・前日準備（２：４０～）

14 金 学芸会（９：００～）

15 土
わが町探検隊
（運営協議会）９：３０～

女子バレー
茶道

16 日

17 月
朝会（２年）    安全の日
頭髪検査　　クラブ８

読書･バレー女子

18 火
支部研究発表会① 午前中授業 家庭教育学級

10：00～

19 水 チャレンジタイム バレー男子･茶道
サッカー･和太鼓

20 木 就学時健康診断打合せ（２：４０～）

21 金
就学時健康診断
午前中授業（完全下校） 大文字駅伝前検診

22 土 支部部活動交流会 少林寺拳法

23 日
勤労感謝の日 おやじの会

(牛尾山登山）
男子バレー

24 月
25 火

26 水 チャレンジタイム バレー男子･茶道
サッカー･和太鼓

27 木
金曜校時（午後）
大文字駅伝予選会（２：００～）

28 金
木曜校時（午後）
クリーンキッズ（１５・１６）

29 土

30 日

平成20年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１1月行事予定　　　　　　　　　　　　　　　　京都市立音羽小学校

12月の主な予定
1日（月）朝会及び人権集会　　7日（日）６年全市小学生駅伝競走記録会　　９日（火）音羽小学校研究発表会
1６日（火）参観・懇談会
１９日（金）支部感動体験発表会（3年）　　2４日（水）朝会　授業終了・給食終了

学校教育目標

　　　Eメールアドレス　  otowa－ｓ＠edu.city.kyoto.jp
　　　ホームページ　　　http://www.edu.city.kyoto.jp/hp/otowa-s/

歯
み
が
き
週
間

「みんなで励まし合って，経ヶ岳の頂上まで登りました。やったあという達成感でいっぱいです」「あんなにし
んどいとは思わなかった。でも頂上からの景色はすごくきれいでした」
　修学自然旅行で，6年生は10月14日から17日までの４日間，福井県奥越高原に行ってきました。冒頭の一
節は，経ヶ岳登山をした後，宿舎で書いた「家族への手紙」の中からひろいあげました。

　この修学自然旅行では，4日間も家族から離れ，友達と協力して生活をしてきました。規律正しい生活を送
りながら，自然体験活動を行ったり，地域の歴史や文化に学んだり，友だちと過ごしたりとふだん味わえない
生活を体験しました。
　今回は新たな活動として「農業体験」を取り入れました。地元のNPOの方々が実施されている「田んぼの学
校」に参加し，次のような体験活動を行いました。「稲刈り」「しめ縄・リース作り」「竹箸つくり」そして，「地元で
とれた食材を使った郷土料理を昼食に頂く」この四つです。
　当日はまず，食事で迎えてもらいました。つきたての二種類のお餅（白餅と古代米を炊き込んだ黒餅）・野
菜たっぷりののっぺい汁・新じゃがの煮っころがしという献立です。子どもたちの食欲に驚きました。その後
は，鎌や切り出しナイフ，そして自らの手を使った活動。それぞれに集中し，都会では体験できない活動に
時間を忘れて取り組んでいました。
　この他にも修学自然旅行では牧場体験やイワナつかみ，そして恐竜博物館の見学などを行ってきました。
その様子の一部をホームページで紹介していますので，そちらもご覧下さい。
　

さて，学校では様々な行事を行っています。この秋もすでに運動会・校外学習・宿泊学
習を行いました。また，今月には学芸会を行います。これらの学校行事は日常の学習
成果の総合的な発展を図って行っています。また，学年や全校という大きな集団の中
で協力してよりよい学校生活を築こうとする態度を育てたり，集団行動における望まし
い態度を養ったりすることなどをねらいとして実施しています。
　
　これからも日常の学習活動や学校行事等を通じて，学習の充実を図っていきたいと
考えています。さまざまな面で，これまで通り保護者や地域の皆様から，音羽教育伸展
のためにご協力・ご支援がいただければと思っています。

　
　

　

　過日，新聞テレビ等の報道で今回の調査結果が公表されました。本市では，個別の調査結果については公開していません。本校にお
いても，詳細な結果を公表することは致しませんが，その概要について報告します。
　今回の調査は，報道でも伝えられているとおり「国語と算数に関して，A：主として知識を問う問題とB:主として活用を問う問題」から構成
されています。これらは学力の一部に関する調査に他なりません。また，学習状況を調査するために「児童質問紙が用意され，その質問
に回答する」ことが求められていました。
　さて，今回の調査結果からは全国と同様の傾向があることが分かりました。Ａ問題に関しては，府・全国とかわらない結果が出ています。
主として活用を問う問題に関しては，今ある活用力を土台にさらにその向上をめざすことが大切であるという結果が出ています。今後は，
さらに基礎基本の定着を図りながら，個に応じた学習を提供しつつ，より発展的な学習を効果的に取り入れていきたいと考えています。
　次に，児童質問紙に対する応答状況についての概要です。これまでお伝えしてきたことですが，「難しいことでも，失敗をおそれないで
挑戦していますか」という問いや，「自らの良さを認めているか」という自己肯定感を問う項目にたいしては，子どもたち自身が低い評価を
出しています。繰り返しになりますが達成感や成就感を味わわせてあげるとともに，子どもたちの活動や行動を肯定的に受け止めてあげ
る，失敗ばかりを指摘しないことが大切ですす。「やれば，できるんだ。失敗してもいいんだ。あきらめないぞ。」という気持ちを育むことが
必要です。そして子どもたちを励まし，失敗を厳しく指摘しすぎないことが大切です。
　「先行き不透明」と言うことがよく言われています。子どもたち自身もなかなか将来の夢を描けなくなっているようです。また，何事にも消
極的な傾向，傍観者的な態度をとることが多くなっているようにも感じられます。子どもたちを励まし，導くのはわたしたち大人です。地域
のつながりや良さがたくさん息づいている音羽学区です。家庭で，地域で，学校で子どもたちを温かく励まし続けていきたいと考えていま
す。

　11月から1月末まで，下校時刻が４時になります。日
が暮れるのが早くなりますので，子どもたちには，必ず
友だちと一緒に帰るなど，十分気を付けて下校するよ
うにします。
　子どもたちが安全に帰宅できますよう，姿を見かけら
れたらお声かけをよろしくお願いいたします。


